
　土曜学習は、公民館が主となり、
学校や地域と連携して実施してい
ます。藤原公民館では、今年度の
テーマを「SDGｓ」としました。
地域のデザイナーや気象予報士の
方を招き、さまざまな授業をして
いただきました。ボランティアの
方など地域の皆さんからの支援に
も助けられています。最初は遠慮
し合っていた子どもたちが、いつ
しか学年や学校の垣根を超えて友
達になっていく様子は非常にうれ
しいものです。今後も地域の子ども
たちの学びを支えていきたいです。

土曜日が待ち遠しくなる！

　平成27年から土曜学習を実施
しており、今年度は「これからの
エネルギー利用と蓄電池」をテー
マに講義と実験を行いました。
“体験”を重視し、手回しで発電す
るエコカーを組み立て、発電させ
た電気を蓄電装置に貯めてエコ
カーを走らせるという実験などを
行いました。楽しみながら発電や
蓄電池の仕組みを学んでほしいで
す。この取り組みを通して、環境
問題にも目を向け、今後の環境に
やさしい電気の使い方を考える
きっかけになればうれしいです。
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土曜学習 の ス ス メ
特集２

　土曜学習では、公民館が中心となり、さまざまな体験学習プログ
ラムを通して、子どもたちの興味関心を高めながら楽しく学べる場
を提供しています。
　本特集では、子どもたちの笑顔とともに土曜学習を支える方々の
思いやその魅力について紹介します。
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ドローンを飛ばそう（金山公民館）農業を体験しよう（小川公民館）炭焼きについて学ぼう（渡辺公民館）恵方巻を作ろう（錦公民館）

環境にやさしい電池製作（内郷公民館）

トランペット講座（中央台公民館）

水の大切さを学ぶ（藤原公民館） タグラグビー教室（植田公民館）

天体観測や多肉植物の観察などは親
でも教えることが難しいので、土曜
学習を通して子どもの興味・関心が
広がったと感じています。

他の学年や学校の児童とたくさん交
流ができて良かったです。親子で話
す話題も増え、実際に家でやってみ
ることもありました。

　土曜学習は、公民館が主となり、
学校や地域と連携して実施してい
ます。藤原公民館では、今年度の
テーマを「SDGｓ」としました。
地域のデザイナーや気象予報士の
方を招き、さまざまな授業をして
いただきました。ボランティアの
方など地域の皆さんからの支援に
も助けられています。最初は遠慮
し合っていた子どもたちが、いつ
しか学年や学校の垣根を超えて友
達になっていく様子は非常にうれ
しいものです。今後も地域の子ども
たちの学びを支えていきたいです。

土曜日が待ち遠しくなる！

　平成27年から土曜学習を実施
しており、今年度は「これからの
エネルギー利用と蓄電池」をテー
マに講義と実験を行いました。
“体験”を重視し、手回しで発電す
るエコカーを組み立て、発電させ
た電気を蓄電装置に貯めてエコ
カーを走らせるという実験などを
行いました。楽しみながら発電や
蓄電池の仕組みを学んでほしいで
す。この取り組みを通して、環境
問題にも目を向け、今後の環境に
やさしい電気の使い方を考える
きっかけになればうれしいです。

97%

R2 R3 R4 R5

1620 1773

3358
3890

※講座内容に関するアンケート結果

※

広報いわき　2025. 3　67　広報いわき　2025. 37　広報いわき　2025. 3

土曜学習 の ス ス メ
特集２

　土曜学習では、公民館が中心となり、さまざまな体験学習プログ
ラムを通して、子どもたちの興味関心を高めながら楽しく学べる場
を提供しています。
　本特集では、子どもたちの笑顔とともに土曜学習を支える方々の
思いやその魅力について紹介します。

　子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
は
、
学
校
だ

け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
学
校
で
の
学
び

に
加
え
、
地
域
全
体
で
の
学
び
も
「
生
き

る
力
」
を
育
む
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。

　少
子
高
齢
化
等
の
影
響
で
地
域
の
活
動

が
縮
小
や
中
止
が
増
え
る
な
ど
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
だ
か
ら

こ
そ
、
公
民
館
が
果
た
す
大
き
な
役
割
、

そ
の
ひ
と
つ
が
「
土
曜
学
習
」
で
す
。
各

公
民
館
が
、
学
校
や
地
域
企
業
、
団
体
な

ど
と
協
働
し
、
学
び
や
体
験
・
交
流
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
と
地
域
を
つ
な
ぐ
機
会

を
創
出
し
て
い
ま
す
。

　公
民
館
全
体
で
は
、
年
間
1
6
6
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
地
域
ご
と
に
趣
向

を
凝
ら
し
た
さ
ま
ざ
ま
な「
土
曜
学
習
」が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
が
地
域
の
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
土

曜
日
を
豊
か
な
学
び
と
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
、
ア
イ
デ
ア
を
振
り
絞
っ
て
い
ま
す
。

　土
曜
学
習
が
紡
ぐ
、
地
域
の
絆
を
ぜ
ひ
、

体
験
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

土
曜
学
習
の
魅
力
②

公
民
館
が
つ
な
ぐ
地
域
の
絆

土
曜
学
習
の
魅
力
①

学
年
や
学
校
を
超
え
た

つ
な
が
り
を

保
護
者
満
足
度

藤原公民館　古谷 有輔 館長

環
境
に
つ
い
て
考
え
る

は
じ
め
の
一
歩
に

古河電池㈱　箱﨑 美堂 さん

ドローンを飛ばそう（金山公民館）農業を体験しよう（小川公民館）炭焼きについて学ぼう（渡辺公民館）恵方巻を作ろう（錦公民館）

環境にやさしい電池製作（内郷公民館）

トランペット講座（中央台公民館）

水の大切さを学ぶ（藤原公民館） タグラグビー教室（植田公民館）

天体観測や多肉植物の観察などは親
でも教えることが難しいので、土曜
学習を通して子どもの興味・関心が
広がったと感じています。

他の学年や学校の児童とたくさん交
流ができて良かったです。親子で話
す話題も増え、実際に家でやってみ
ることもありました。


